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度 (e )は光の波長と粒径 (2r)によって決まり、粒







折されるときの回折光強度 (S (e)) 2 は、
/加山川h(平日ne) ¥ 2 (S(0))Z=17-7τi:~.. -J ) ( 1 ) 
と表される 7.8、 9)。ここでJ1は1次のベッセル関数で
ある。
図3 微粒子による生じる回折光リング 粒径が小さく時の前方方向の回折光では、 2πr/λ
??
図2水微粒子の光回折により生じる光強度分布を説明する図.
試作した微粒子粒径計測に使用する光は人間の目で <<1、O忽 O であるため 1次のベッセル関数J1 (x) 
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2 fπ/2 (1+COS 0ぷ出旦iydθ (4 ) 
























































































折光リングの半径 (h)を求め、式 (3 )により微粒子
粒径 (2r)を求める。














































































回折光リングの第 1ピーク回折角 (e 1)および第2
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